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遺 ― 今まで漏れ落ちていたものを拾い集めて補うこと。

これほど似つかわしい言葉があろうか。
グノーシス主義の探究は新約聖書研究にとって不可欠・不可分の関係にあるとの信念から日本のグノーシス研究を長く牽引
してきた著者が、ナグ・ハマディ文書の全体像からH・ヨナスの労作『グノーシスと古代末期の精神』までを改めてつぶさ
に逍遙し、グノーシス研究の道行きに散りばめられていた智の欠片を拾い集めた待望の書。


